
S69ui叫Piaget，Wa11onにおける身体運動論

一精神発達との関連で一

平山　諭，石部元雄
　1．視　点

　脳損傷児の治療教育として，身体運動の重要性

を強調する立場がある。アメリカの学習障害研究

における知覚一運動学派とよばれるKephart，N．C．，

Cr1」ickshank，G．，Frostig，M。，Cratty，B．J。等や，

フランスで心理一運動教育を提唱するLoudes．J．，

Le　Bouユch，J。，Bucher，H．，Ajuriaguerra　J．de．

等は，すべて身体運動を治療教育の基盤にしている。

　そもそも，かような方法論の背景には，子ども

の発達初期の身体運動活動が将来の精神発達に密

接な関係をもつ，とする発達理論がある。この理

論に基づけば，何らかの原因で初期の身体運動活

動に阻害要因が生じると，その上位にある知覚，

認知，言語，概念，あるいは情動の発達に悪影響

を及ぼすことになる。従って，治療教育では，身

体運動活動の段階にもどって，そこから意図的・

計画的に精神発達を促進させていくプログラムが

組まれる。

　身体運動活動の段階には，原始反射・反応，循

環活動，筋トーヌス活動，同化等と称される諸活

動が含まれる。筆者は，かような身体運動に関す

る諸要因を一括して身体運動論として捉え，S6－

guin，E．Q，Piaget，J．，Wa11on，H．の各理論を通

して，身体運動と精神発達との関連を検討してい

きたいと考えている。

　尚，S6g也nは，はじめて感覚と身体運動の結合

を考え，また発達段階を設定した点で，Piagetは

感覚一運動水準にはじまる子どもの認知発達のプ

ロセスを解明した点で，Wa1lonは，Piagetよりも

生埋学的に身体運動と精神の関係について解明し

た点で，それぞれ選定した。いずれも，現代の治

療教育方法論に理論的貢献度の高い人物である。

2．S6guinの身体運動論

　s6馴inは，理論上，人問から次の3つの主要因

を分析・抽出する。すなわち，活動性（Activite），

知能（Inte11igence），意志（Vo1ont6）である。こ

れら3つの機能は，指導配列からいえば，この順

序で非拮抗的に連続している。いうなれば，指導

上，先ず人問発達の基礎（最下部構造）である活

動性に目が向けられ，順次累積的に知能，意志へ

と進むことになる。この順序は，また子どもの発

達の順次性でもある、（図ユ）。より具体的に，S6gu・

　　↑

　　↑

　　　　　　　　　　　　　！図ユ　子どもの発達の順序（Seguin）

inのことばをかりて，この発達の順次性を説明す

れば，次のようになる。この一文は，＜歴史上の

恩師＞であるItard，J．M．G．（ユ774－1838）の思

想を批判して述べたものである。

　「ItardはRousseau1）やCondi11ac2）神父と共

に，感覚教育の有益性をかなり理解していた。

だが彼にとって，感覚はせいぜい精神にしかす

ぎなかった。どうしてなのか，どういうわけな

のか知らないが，彼は観念が感覚とは別物だと

いうことを決して理解しなかったし，また，徳

が知能よりも優位なものだということをまった

く理解しなかった。このように，諸現象のさま

ざまな順序を混同したために，その子の手ずか

ら導き，筋肉組織の教育から神経組織や感覚の

教育へ，感覚教育から知識へ，知識から観念へ，
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観念から徳へと順序通り段階を追って導く可能

性を失ってしまった」3・4）

この引用の中で，＜筋肉組織の教育から神経組織

や感覚ρ教育へ＞が前述のく活動性＞に，同様に

＜知識から観念へ＞が＜知能＞に，＜徳＞がく意

志＞に椙当する。

　かように，セガンの治療教育一セガンのことば

では生理学的教育一には，発達の順次性が，また

それを踏まえた指導の順次性が考慮されていて興

味深い。その上に，それが今日の発達理論を先ど

りした形になっているのは，まさに驚くべきこと

である。

　　　　　　1　ところで，Seguin理論のもう一つの特徴として，

感覚訓練と筋肉＝身体運動訓練を同様に重視した

点があげられる。この立場は，従来の感覚訓練だ

けを強調する治療教育5）においてはまったく見ら

れないものであった。s691ユinは，この身体運動訓

練の方法論的示唆をRo咽seau6）やAmoros7）から

得た9）と述べている。また，この2つの訓練は分

離されたものではなかった。彼は，神経組織の教

育と筋肉組織の教育は同時に進めるべきだ，と説

くのである。つまり，彼は，従来身体運動訓練が

筋肉の発達を目標としてきた点に鋭くメスを入れ

たのである。

　こうして，S6guinは，「もっとも重要なことだが，

私の教える身体運動訓練は，私が神経組織や感覚

にあてはめる役割によって，知的かっ精神的な教

育をも目ざすことになるだろう」9）と述べ，身体

運動訓練が，単に筋肉組織の発達に寄与するのみ

ならず，さらに知的・精神的発達にも寄与するこ

とを説いた。ここで重要なのは，身体運動と感覚

との結合，いわばく感覚一運動＞的なものが，知

能や情動の発達の必要条件として意図されている

点であることはいうまでもない。

　治療教育史上，S6g血nが成したひとつの貢献は，

このようなく感覚一運動＞的な視点を明確に打ち

出したことであった。これは，方法論としては，

先ず＜模倣＞という形で具体化される。

S6guinにおいて，模倣の第一の目的は自我意識

の確立であり，第二の目的は模倣形態の位置や特

性を認識し個人とそれらとの関係を知ることである。模倣

は，この2つの目的に対し，対人的模倣と非対人

的模倣（対物模倣）の2種に分けられる。

　先ず，対人的模倣とは，日常的な物体を用いず

身振りや身体各部位の指摘などを模倣するもので

ある。身振りは，その前提条件として，不動性あ

るいは安定性と称される静止状態が要求される。

これは各種の運動を行なうための＜基準体＞とな

るものである。運動は，「っまさきを開いて閉じる。

左足を前に出し，両足を揃えてつまさきを閉じる」、

あるいは「腕を組む。膝を曲げ，次に両手を開げ

て膝を伸ばす」10）といった，いわゆるS壷出n体

操が中心である。これは，さまざまな上。下肢の

粗大・微細運動を含むものである。また，身体各

部位の指摘は，目，耳，一，鼻，顔，頭，腕，足，

手等の全身の各身体部位を指し示し，話せる子ど

もの場合にはことばも併用するものである。

　S6guinは，こうした訓練の繰り返しによって，

「動作は敏速になり，目の機能は改善され，感覚の

範囲は拡大され，理解力は正確さを得，身体の各

部分がすべて意志の思い通りの統制に従うように

なり，各部位がそれぞれの機能を完全に果たし，

死んでいた手は生き生きと動くようになる・・…・」11）

と説く。

　次に非対人的模倣であるが，これは，日用晶（例

　スプーン），非日用品（例：レンガ）の位置や配

列の模倣，および上下，左右の線描画の模倣を含

むものである。訓練順序としては，対人的模倣の

後にくるものとして，日用晶から非日用品の模倣

へと進み，最後に抽象的線描画の模倣で終る。こ

れは，対人から対物への興味の変化，具体から抽

象への思考の発達という子どもの発達心理的特性

にまさに合致する訓練順序といえよう。非対人的

模倣は，s6guinによりr正しくかつ敏速な行動の

再生であり，その物との関係や，その物の感覚的

特性にも関わるものである」12）と指適されている

ように，認知的，知覚一運勤的側面を訓練するも

のといえる。

　模倣に続くく感覚一運動的＞なものの次の段階

は，体系的な神経組織と感覚器官の訓練である。

S6guinは，この段階で先ず＜触覚＞を重視する。

これは，子どもの発達において最初に作用する感

覚という認識に依拠したものであるが，この立場
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はRousseau工3）やPereira，J．R｝4）の説と同じであ

る。S6guinは，触覚が子どもにとって彼をとりま

くすべてのものと自発的にかかわる最初の手段で

ある，と考えたのである。そして，＜触覚＞に続

くものとして，第二に知的かつ能動的な感覚であ

る＜視覚＞を，第三に知的かっ受動的な感覚であ

る＜聴覚＞を，．それぞれ位置づけた。この3つの

感覚の順序は，発達の順序でもあり，また訓練の

順序でもあった。S6guinは，この3つの感覚を知

能の発達に最も強く作用するものだと規定し，味

覚，嗅覚は知能の助けをかりて発達するものだ，

と考えた。

　以上，みてきたように，＜身体運動＞の考え方

は，S6guinに至ってやっと筋肉発達のみにかかわ

るという従来の認識から，知的・精神的発達にも

有効であるという新しい認識に移った。また，＜身’

体運動＞にはじめてく感覚一運動＞的意味性が付

加された。尚，これまで述べてきたS6guinの身

体運動論を図式化すると下記のようになる（図2）。
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図2　身体運動論の構造（S6guin）

　3．Piagetの身体運動論

　Piagetの研究も，身体運動活動と精神活動が無

関係なものではないことを明らかにしている。彼

の最たる関心事は，子どもの認知の複雑な現象を

解明することにあった。従って，ここでは，認知

へ至るPiagetの発達観を中心に，彼の身体運動の

考え方を検討する。．

PiagetとInhe1der，B．（1966）は，知覚や知能を構

成するための出発点となる認知的下部構造，及び

のちの情意を規定する原初的な情意反応の大半を，

生後18ヵ月間の心的発達の中で確立するとし，こ

の時期を感覚一運動段階と呼んだ二5）

　この段階で，行動のシェマが構成され，漸次合

目的な行動をとれるようになるが，まだ言語や表

象の介入はない。この時期の子どもの知能は，何

らかの真理を見い出すものではなく，何らかの行

為を成し遂げるためのものである点から，実用的

知能あるいは感覚一運動的知能とよばれる。Pia－

get理論において，この段階で重要なのは，く循

環反応＞i6）とく同化＞の考え方である。先ず，循

環反応であるが，これは3つの時期を区別する。

第一次循環反応は，3～6ヵ月頃から始まる。そ

れ以前は原始反射・反応が主で身体運動と感覚に

協応がみられなかったのに対し，この頃からある

身体運動に伴う感覚に興味をもつと再度同じ身体

運動をおこなう現象があらわれる。これによって，

子どもは感覚と身体運動の協応関係を学習してい

く。第一次循環反応は自分の身体に関した活動一

指しゃぷり等一である。第二次循環反応は，外部

の対象に関係した活動で，生後6～12ヵ月頃から

始まる。第三次循環反応は，協応関係を意図的に

調節する活動で，生後18ヵ月頃までに成立する。

次に，同化であるが，これは新しい刺激一反応の

シェマが既存の構造の内に統合され，構造自体が

修正されていくという概念であり，またその場合

主体の側の組織化する活動を重視するものである。

というのは，主体が外的刺激を感じうるのは，す

でに構成された構造にその刺激を同化しうるかぎ

りにおいてのみだからである。これは，単に刺激

（S）→反応（R）という一方的な図式ではなく，

S→生体．（O）→Rという主体および主体の活動

を取り入れた図式としてみることができる。

　Piagetは，発達の出発点においても，単なる孤

立的な反射から開始されるのではなく，生体の全

体的な自発的活動から開始されるとする。ここで

生体の自発的な身体運動が強調されるわけである

が，特に将来の空間と時間の概念の形成において

は重要な役割を果すものである。Piagetによれば

他の対象物とともに自己の身体も対象物に含むし
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っかりした恒常的な一般的な空問概念をもつのは

生後ユ8ヵ月後である～7）つまり，この時期以後に

原初的な自己中心的空間ユ8）に全面的な脱巾心化が

起こるのである。尚，ここでは空問概念について

しか触れられていないが，空問概念はもとより時

問概念と相関するものであることはいうまでもな

い。

　この感覚一運動的諸反応において，認知面から

いえば，行動を構造化することであるが，では，

情意面からはどのように説明されるのであろうか。

　先ず，P｛agetは認知面と情意面の関係を非還元

的で，しかも不可分・相補的なものと捉えようと

する点を指摘しなければならない。認知的なシェ

マ使用が自分の活動を中心化した初期状態から客

観的で分極化した世界の構築へと移っていくとき，

感覚一運動段階のもうひとつの側面である情意性

は，物理的および人間的環境と自我とのあいだが

未分化な状態から，やがて，分化された自我とい

ろいろな人物との交渉（個人問のさまざまな感情）

または自我と諸事物との交渉（水準によって異な

るもろもろの興味）といった，もろもろの交渉い

っさいを構成するところへ進む19）と考えるのであ

る。

　このように，発達における認知と情意の両側面

が，共通的な特徴をもつのは，一一行動の統一性”

という視点からは当然なことであり，Piagetも指

摘するように，情意的諸要因を動因としてもたな

い行動は存在しないし，逆に認知的構造をなすも

のの介在しない情意的状態もありえないのであるξo）

　このように，感覚一運動段階において，認知的

側面が不可分・相補的に関係しあっていることを

みたが，この段階は知能や情動を形成していく基

礎となるものであり，またその本質は活動的・操

作的な同化に他ならなかった。先代の感覚論的経

験論者たち21）が，＜活動的・操作的＞という重要

な視点を見落しがちであったことはいうまでもな

い。彼らは，知的なものがすべて感覚から受動的

・機械的に生じるものだと考えており，心的生活

には，感覚と理性しかないような捉え方をしてい

た。Piaget理論のひとっの貢献は，このような感

覚論的経験論を更に一歩高次元へもっていったこ

とにある。身体運動の活動性・操作性を介入させ

た点に価値を認めることができるのである。

　では，こうした身体運動を可能にする成熟上の

条件についてPiagetはどのように考えるのであ

ろうか。

　彼は，器質的な成熟はひとつの必要な要因をな

し，特に諸段階の継起順序が一定不変であること

には無関係ではない2ξ）と成熟の価値を認めながら

も，成熟そのものについては，まったくといって

いいほど触れない。むしろ，成熟を現実化する一

すなわち機能的練習や経験によって裏づけされる

一必要性を説くのみである。こうした生物学的事

象への無関心さは，Wa1lonによって手厳しく批判

されることになる。例えば，Wa11onは次のように

指摘する。

　「例えば，生理学的過程が変化することによっ

て精神活動のなかの変化をひきおこすこともあ

るかもしれないのに，Piagetは，そういう生理

学的過程を無視する。また，神経構造が、誕生

以来，ずっと長いことかかってつくりあげられ

つつあり，それぞれ，一定の時期に，機能的に

自由につかうことができるようになるのに，そ

ういう神経構造も排除するのである」23）

　しかし，“予定された発達段階”などありよう

がなく，ユー漸新的構成”のみがあるとするPiaget

の理論からは，生理学的事象など特に重要ではな

かったのであろう。

　ところで，この感覚一運動段階において，く循

環反応＞，＜同化＞と並んでもう一っ重要な概念

があるのを忘れてはならない。それは，ある行動

をする際に，以前の活動様式ではうまくいかない

とき，これを修正する作用である＜調節＞という

概念である。この概念は，今日のサイバネティッ

クス・モデルのフィードバック系に近いものであ

る点は興味深い。

　以上みてきたように，Piagetの研究の一つの価

値は，Wa11onも指摘するように，「心理学の新しい

要求をみたすために，精神生活の根本的要素とし

て，感覚から運動へとおきかえた」24）点に求めら

れる。いうなれば，Piagetによる乳・幼児の運動

の研究によって，認識論は内省の視点を離れて行
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動の視点へ移ったのである。また，認識論史にお

いて，従来，後天説（経験論・連合説）の立場と

先天説（観念論。主知説）の立場とがあったが，

Piaget理論は，この両方の立場を妥協させる方向

に進んだと考えることもできる。つまり既存の構

造を設定する＜同化＞の中に先天説を，また＜調

節＞の中に経験論をぞれぞれ認めることができる

からである。

　尚，感覚一運動段階の後には，18ヵ月から7～

8歳頃までの前操作的思考期，8～9歳から12歳

頃までの具体的操作期，12歳以降の形式的操作期

が続くが，本稿のテーマ，身体運動論から離れる

ので割愛した。

　最後に，これまで検討してきたPiagetにおける

身体運動論を図式化すると図3のようになる。
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図3　身体運動論の構造（Piaget）

　4．Wall㎝の身体運動論

　Wa11onは，「精神生活の形態や変化カミもっぱら，

精神的要因や，精神的要素に還元できると思いこ

んでいるのは，しばしば心理学者たちのおかす錯

覚である」，あるいは「一部の心理学者たちは，他

の要因を認めないことを義務とさえ考えている」25）

と指摘し，Piagetと同様，精神と身体運動の関係

を主張した。

　Wa11onをかような考え方に至らせたものは，彼

の精神障害の病理学的研究，また臨床的体験とは

無関係でないようである。彼は，精神障害者との

接触の中で，運動障害は精神障害の写像のような

ものだ、とする認識をもったカ干らである。しかし，

彼は単に精神と身体運動との結びつきを強調する

のではない。この両者の結びつきを社会的環境と

の関連で捉えようとするのである。これがWa11on

理論の背景ともなるべき特徴点である。

　では，先ずW釦1onの考える子どもの発達段階に

ついて検討しよう。彼は，「精神発達の心理学」の

中で，情動的段階，感覚一運動段階，投影的段階

の3種を区分している36）しかし，筆者はWa11㎝

の業績を概括して，以下に述べる5段階を区分す

る。

　発達の第一段階は，生後6～7ヵ月までとみる

ことができる。この時期は，純粋衝動期とよばれ，

行動はほとんど反射。反応に限られる。身体運動

は，漸次消失したり他の運動に吸収されるものと，

グローバルな筋肉の働きが分化して新しい運動が

出現するもの，との2つに分けることができるξ7）

感情の表出は可能であるが，まだ情動とよべるも

のではない。一言でいえば，トーヌス過剰の時期

である。

　発達の第二段階は，生後7～8ヵ月頃から工2カ

月頃までの情動段階である。はじめ，子どもの感

情は混沌としていて，他人一特に母親一と一体化

したものであるが，この段階では，他人との間の

未分化な状態から脱しようとする。この時期に，

成人との情動的交流が遮断されると，知的発達に

遅滞が生じる。トーヌスと姿勢の機能が情動によ

って利用される時期といえる。

　第三段階は，感覚一運動段階である。感覚一運

動の組織的な活動は，すでに9ヵ月から12ヵ月頃

にかけて開始されている。この段階の終期につい

て明確な規定はなされない。この時期で，もっと

も重要なのは，く循環反応＞である。循環反応を

通して，あらゆる感覚的側面に協応関係をもたら

し，またそれらの目標的課題のために，活動を機

能的に整備していく。しかし，Wallonによれば，

「この段階は，子どもの活動が，外部の世界のなか

でそのテーマをひきだして，そのテーマ特有の構

造に応じて，事物を利用することのできる段階で

は，まだない」28）のである。
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　第四段階は，投影期である。この時期では，身

体運動が精神的な表象をもち，これが逆に身体運

動を支配するようになる。投影期とは，表象が運

動に投影される時期，という意味でっけられたも

のである。表現形式には，ことばの発達により，

従来の身体表現に言語表現が加わる。また，この

時期に6ヵ月頃から現われていた模倣が複雑に発

達し，外果との接触が深まる。さらに，歩行の獲

得により，行動空間が拡大し，距離感覚，方向性

などが発達する。

　第五段階は，人格期で3歳から6歳頃までの時

期である。子どもは，自分の存在を意識するよう

になり，他の子どもと比較することにより自我を

発達させていく。知覚の面でも一層抽象的になり，

複雑な図形を認知しはじめる。しかし，可逆的思

考はまだ完成されていない。

　以上のように，Wallonの発達段階を5段階に区

分してみたが，Piagetの発達段階と異なり，Wanon

は一方向への継続的な捉え方をしない点に特徴が

ある。これは，いくつかの段階が重複して現われ

亭，というような発達様相を考慮したためである。

図3は，こうした点を踏まえて筆者が作成した

Wal1onの発達段階の簡易図である。時期が明示さ

れていない感覚一運動期と投影期については，Wa－

llOnの述べる内容を参考に時期を判断した。

　こうしてみると，Wal1onの発達段階からは，身

体運動が精神活動の基礎としていかに重要かが看

取される。では，次にこの身体運動の生理学的基

礎はどのようなものであるかを検討したい。

　身体運動は，本質的には空問内の身体位置の変

化と捉えることができるカミWa11onは身体運動の形

態を次の3種に分類する39〕

　（1）受動的・外的運動一外部のカ，特に重カに反

　　応して現われる平衡反応をいう。

　（2）能動的・自発的運動一外部の環境に働きかけ

　　る運動をいう。具体的には，移動と把握であ

　　る。

　（3）心理的性格をもっ運動一身振り，態度，表情

　　などの身体言語的活動をいう。

　以上の3種の運動は，相互に影響しあっており，

運動器官としては同じ横紋筋30）からなっている。

横紋筋には2種の活動が認められる。ひとつは，

クローヌスの活動であり，他のひとっは，トーヌ

スの活動である。前者は，筋肉をつくっている筋

線維が同時に伸びたり縮んだりする機能をもち，

これにより身体の動きが可能となる。後者は，筋

肉の中で緊張をある水準に保っ働きをもつもので

平衡保持や姿勢保持と関連している。

　トーヌスは，このような機能をもつことから，

安定した態度の形成に大きな影響カをもっ。他方，

態度は知覚や適応に関係するとともに，感情生活

にも関係している。それ故に，筋トーヌスは感情

表出に基本的な役割を演じているのである。さら

に，こうした視点を踏まえると，トーヌスは感情

や情動との関連のもとに性格形成にも大きな役割

を果すことになる。筋肉の動き，すなわち，身体

運動が知的発達のみならず情動の発達に基礎をな

している，というのはこのような生理学的背景が

あるからである。

　また，Wa1lonは，情動の発達を基礎づける感覚

を次の3種類に分類する31）それらは，内部感覚

（内臓の感覚），自己受容感覚（平衡・姿勢に関す

6～7ヵ月 9ヵ月 12ヵ月 18ヵ月 3歳 6歳

I

純粋衝動期 情動 期 ＝

： 人格期

＝ I
1

1
．

：
．
I

1感覚一運勲期
；
＝

1
1

＝

＝ ＝ ＝

1
1

． 投影期
1

図3　WaHonの発達段階（注：w舳線は推定）
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る感覚），外部感覚である。発達的には，内部感覚

が最も早く，外部感覚の現われがもっとも遅い。

内部感覚には，呼吸，循環，栄養（消化）に関す

るものがあるが，特に呼吸は言語活動の感覚運動

的基礎を整える意味で重要である。自己受容感覚

は，自分め身体の観念を形成するのに重要な面を

担っているものであり，また運動中のあるいは一

定の姿勢をとってい、るときの個体の各身体部位．

の統一を支える機能体系と考えられる。外部感覚

≡は，5官の感覚であり，外界との交渉において必

　以上みてきたように，Wa11on理論には，トーヌ

ス機能を発達的基礎と一した独自な身体運動論を窺

うことができる。また生物学的知見を背景にして

いる点は，Piaget理論と異質なものになっている・

最後に，これまで検討してきたWa11onの身体運

動論を図式化しておく（図4）。
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図4　身体運動論の構造（Wa11on）（注：舳は推定時期）

　5．結語
S6guinでは筋肉組織から神経組織・感覚器官の

発達に至る＜活動性＞に，Piagetでは生後ユ8ヵ月．

頃までの＜感覚一運動段階＞に，Wanonでは＜純

粋衝動期から感覚一運動期・投影期＞に至る3歳

頃までの各発達期に，それぞれ特徴的な身体運動

論をみることができた。

　本稿で得られた各理論の共通点と差異点は次の

とおりである。

（1）共通点

　先ず，3者に共通する点は，①知的・情動的発

達の根底には身体運動活動が存すること，②その

身体運動活動には感覚一運動的意味合いが含まれ

ること，であった。次に，S6guinとwallonに共

通する点は，①模倣の重視，②感覚機能の重視で

あった。ただし，W釦1onでは感覚の概念が拡大さ

れ，5官の感覚に目己受容感覚と内部碑覚か付加

されていた。次に，PiagetとWallonに共通する点

は，①循環反応の導入，②主体の活動性・操作性

の重視であった。

（2〕差異点

　先ず，Piagetは身牢運動論の主軸を心理的過程

におくのに対し，Wa11onは筋トーヌスや反射・反

応などの生理的過程を重視していた。次に，身体

運動段階の時期であるが，Piagetでは18ヵ月まで，

wallonでは3歳頃まで，S6guinでは明確な規定が

なかった。

　ところで，s69uinは歴史的には，Piagetやwa・
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l1onより一世代前‘出生年でいえばPiagetと83年，

陥11onと67年の差がある一に活躍しており，そ

のため人間諸科学の発達の度合いから，後者2人

と同等に比較できないものの，感覚一運動的視点

の導入，発達段階の設定などは，現代に通じるも

のあったことは高く評価してよい。s6guinは，I－

tard，J．M．G。の後継者と考えられがちであるが，

この2点についてはまったく受け継いでいないの

である。

　以上のように，Seguin，Piaξet，陥11onについ

て，身体運動論の検討を企図してきたが，まだ多

くの面で論考の余地を残していると考えられる。

今後，検討を続けていく中で加筆・訂正していき

たい。
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1）Rousseau，J，J．（1712－1778）の感覚主義哲学は，
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R6sum6 

The Theory of Body Movement in S6guin, Piaget, Wallon 

In Relation to Mental Developments 

Satosi HIRAYAMA and Motoo ISIBE 

There are some point of views which put emphasis the body movement in a remedial education 

of brain damaged children. Kephart, Cruickshank, Frostig, Cratty etc. in America and Loudes, 

Boulch, Bucher. Ajuriaguerira etc. in France are all based on the body movement in a remedial edu-

cation. As a background of such methodologies, there is a theory of development said, "the body 

m^ovement activities in earlier stage of childhood will have close relationship to future mental deve-

10 pments". 

This article intended to discuss the relationship between body movements and mental develop-

ments (Perception. Cognition, Language, Conception, and Emotion) through theories in S6gu.in, 

Piaget, Wallon. 

We could fmd charactenstic discussions of the body movement in "Actrvity" of Segums 

"Sensory Motor Stage" of Praget "Stages from Pure Impulsive Period to Sensory-Motor Period 

and Projective Period" of Wallon. Similarities and differences between three theories are as follows; 

( I ) Similarities 

First, similarities between three were to be the body movement activities in the base of intellec-

tual and emotional developments, and to involve a sensory-motric meaning in its movement. Next, 

srmilanties between *qegum and Wallon were to value an rmitation and sensory functrons. Next, 

similarities between Piaget and Wallon were introduce the circular response and to make much 

of individual activities. 

(2) Differences 

First, Piaget put emphasis psychological processes in his theory of body movement, but Wallon 

put emphasis physiological processes like tonic activities, refiex and responce. Next, Period of the 

body movement stage was till 1 8 months in Piaget's, till 3 ages in Wallon's. S6guin didn't prescribe 

clearly . 

- 48 -


